	基本操作－３２
	ＬＰＧのサンプリング方法(２)

（ボ  ン  ベ）
	作    成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	(2)ＬＰＧ専用のボンベで減圧したものであること。

   但し、微量水分を測定 する場合は窒素パージ、乾燥処理を必ず行う。

(4)サンプル口、接続器具は逆ネジのものがあるので注意の事。

(11)過充填防止の為、計量器で充填量を確認しながら充填する（低温試料７０％、常温試料８０％以下とする）。

(13)サンプルを取り過ぎた場合、一部試料を捨てたものを試験試料にしてはならない。 

新しい容器で再サンプリングする。

	  


はい





開  始





終 了





(1)





ボンベ・バルブの洩れのない事を確認する





サンプル口とボンベの接続部を外す





②③バルブを閉める





①バルブを閉め③バルブを開け接続部の残圧を抜く





ボンベ元バルブを閉める





サンプルを全量安全な場所に廃棄する





過充填していないか





いいえ





接続部の洩れのないことを確認する





計量器を監視しながら規定量まで充填する





ボンベの元バルブをゆっくり開ける





②バルブを少し開ける





③バルブを少し開けサンプラーを冷却し　③バルブを閉める





④バルブ全開を確認し①バルブを全開にする





計量器にボンベを乗せ重量測定を行う





サンプル口にボンベを接続する





外観上ボンベに損傷がない事を確認する





専用のボンベか確認する





サンプル名等を明確に表示する
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フレアー
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①
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③





ボンベ元バルブ





LPG








